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序文

 本報告書は、米沢市教育委員会が平成12年度に、文化庁の補助を受けて

 実施した「遺跡詳細分布調査」の結果をまとめたものです。

 本市教育委員会は、埋蔵文化財保護の周知徹底を図るために、遺跡詳細

 分布調査を14年間継続して実施しております。調査を重ねることにより、

 埋蔵文化財の所在、範囲及び性格などの解明がなされてまいりました。

 今回の調査では、開発に伴う遺跡の分布調査のほか、成島古墳群M1号

 墳の確認調査を実施いたしました。調査の結果、この古墳は前方後円墳で、

 4世紀後半から末期、下限でも5世紀前半頃のものと推測されます。

 近年、経済環境が低迷しているとはいえ、宅地造成をはじめ各種の開発

 事業は依然多く、本調査事業により、開発事業との円滑な調整を図りながら、

 埋蔵文化財の保護に努めていく所存です。

 最後になりましたが、調査にあたって数多くの御指導、御協力を賜りま

 した文化庁、山形県文化財課をはじめ、地権者各位、地元の皆様に対し、

 衷心より御礼申し上げます。

 平成13年3月

米沢市教育委員会

教育長佐藤政一





  例言

  1本報告書は、文化庁の補助を受けて実施した、平成12年度の埋蔵文化財調査報告書第74集

  である。

  2調査は米沢市教育委員会が実施した。

  3調査体制は下記のとおりである。

   調査主体米沢市教育委員会

   調査総括鈴木たみ子(文化課長)

   調査担当手塚孝(文化課文化財係主任)

   調査主任菊地政信(文化課文化財係主任)

   月山隆弘(文化課文化財係主任)

   調査補助員中村潤

   事務局長小林伸一(文化課長補佐)

   事務局渡辺紘子(文化課文化財係主査)

   調査指導文化庁　山形県教育庁文化財課

   調査参加者江袋吉男　遠藤冨男加藤美貴子

   小嶋鍛　近野慶子今野周蔵

   佐藤秀子　清水弘文高橋俊介

   高橋正子　長沢朋人渡部明美

  4挿図の縮尺は、第1節が10,000分の1、Ⅱ節は5,000分の1である。Ⅲ・Ⅳ節は各挿図に

  スケールで示した。また方位の上部が磁北を示している。他は各挿図にスケールで示した。

  挿図内の図化及び記号は、AZ―土器、BZ―石器、DZ―鉄製品、HZ―陶磁器、S―石

  を示す。挿図番号と写真図版番号は同一であり、写真図版の縮尺は適宜行っている。

  5各遺跡の出土遺物は米沢市埋蔵文化財資料室に一括保管している。

  6本書の作成及び作成は、第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ節が月山隆弘、第Ⅳ節が菊地政信、全体については

  手塚孝が総括した。

  7調査にあたって、久保喜一・法将寺の各氏及び関係各位のご協力を得た。記して感謝申し

  上げます。
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 第Ⅰ節　住宅開発等に伴う埋蔵文化財調査経過

 1.住宅開発に伴う遺跡の確認

 本年度、本市教育委員会に住宅開発等によって、埋蔵文化財に係わりがあると判断されるた

 め、協議や分布調査等の確認依頼を受けたのは、平成13年2月28日現在で114件であった。こ

 れらの中で、遺跡包蔵地及び包蔵地以外を含め、実際に手掘や重機等を使用して試掘調査を実

 施した内訳は下記のとおりである。

 (1)個人住宅建設に係わるもの30件(2)店舗建設に係わるもの5件

 (3)工場・倉庫等に係わるもの10件(4)砂利採取に係わるもの6件

 (5)土地開発等に係わるもの10件(6)公共施設に係わるもの10件

 (7)その他開発等に係わるもの10件

 以上のように、今年度の調査依頼の種別は例年同様、個人住宅の建設に係わるものが大半を

 占めており、次いで大規模土地開発及び砂利採取等に係わるものがある。

 上記の分布調査の概要は、調査箇所、調査月日、開発の種別、調査方法等を表―1・2に一

 括し、位置図として遺跡範囲と調査地点を(第1～29図)にまとめた。
 今年度の分布調査によって、発掘調査に至った遺跡箇所はなかった。この理由として、住宅

 開発等においての分布調査では既存の建物があった箇所、あるいは既存の建物と重複して建設

 することが多いことから、既存の建物(基礎工事等)によって撹乱、もしくは破壊されている

 傾向が多いことによる。

 2.大規模開発に伴う試掘調査の確認

 本市教育委員会では、遺跡範囲はもとより遺跡の周知徹底を図るため、1,000㎡以上の開発

 事業を大規模開発の目安としており、遺跡の包蔵地以外の場合においても遺跡の可能性を把握

 するため、開発者に分布調査依頼を提出し試掘調査の協力を得ている。

 今年度の大規模開発に係わる分布調査依頼は、平成13年2月28日現在で33件あった。近年の

 大規模開発の傾向は、郊外における大型店舗建設等に伴う造成工事が多く見られたが、今年度

 の傾向は、宅地造成、集合住宅、砂利採取等の開発が増加傾向を示している。

 以上の大規模開発に係わる試掘調査の概要は、調査箇所、調査月日、開発の種別、調査方法

 等を表一3に、後に調査区位置図として調査範囲を(第30～50図)にまとめている。

 また、梓山C遺跡については、遺跡範囲及び遺跡包蔵地以外にまたがる開発で、1,000㎡以

 上であったことから、第H節でその概要を述べる。

 第Ⅲ節成島古墳群(第1号墳)の確認調査を分布調査で実施していることから、第Ⅱ節で

 概要を述べる。

 一1一



       表―1分布調査表

       NO遺跡名調査箇所調査月日種別調査方法備考

       1舘山平城舘山5-6516他4月10日住宅トレンチ1m×20m3本

       2下花沢a下花沢2-1915-44月10日住宅トレンチ1m×8m2本

       3元立大字川井字元立20234月12日住宅トレンチ1m×10m2本

       4台坂下花沢2-1654-1他4月12日住宅トレンチ1m×8m2本

       5下花沢b下花沢2-1645-15他4月12日共同住宅トレンチ1m×10m2本

       6花沢b駅前4-2-234月14日車庫トレンチ2m×5m4本

       7下花沢b下花沢1-6987-124月14日住宅トレンチ2m×8m2本

       8下花沢b下花沢2-1645-15他4月14日住宅トレンチ1m×6m2本

       9窪田館窪田町窪田字紀ノ国田1118-1他4月18日住宅グリット1m×1m6箇所

       10牛森万世町牛森下原屋敷415-2574月19日住宅確認調査

       11南原中学校大字南原猪苗代町2914-35月8日店舗トレンチ1m×6m2本

       12米沢城丸の内1-4756-35月15日住宅トレンチ1mx8m2本

       13大壇A諸仏町37485月15日倉庫トレンチ0.5m×1m2本

       14米沢城城南2-157-55月19日住宅トレンチ1m×8m4本

       15太田太田町1-478-1他5月19日駐車場資材置場確認調査

       16米沢城丸の内1-4756-35月19日住宅トレンチ1m×8m4本

       17東屋敷大字竹井字三俣937-15月22日住宅トレンチ1m×6m4本

       18米沢城門東町1-664-75月24日店舗トレンチ1.5m×7m4本

       19米沢城城南3-13H5月26日共同住宅グリット8m×8m2箇所

       20上新田B大字上新田字馬橋18196月8日倉庫トレンチ0.5m×8m3本

       21舘山平城舘山2-63866月12日住宅トレンチ0.5m×8m2本

       22米沢城丸の内2-3065-16他6月13日住宅トレンチ1m×10m1本

       23荒屋大字梓川字道下424-26月14日住宅トレンチ2mx4m1本

       24荒川塩野町塩野字川窪516他6月14・15日宅地造成トレンチ2m×46m他5本

       25玉の木大字竹井字玉の木269-16月20日住宅トレンチ1m×8m4本

       26台坂下花沢2-1629-2他6月21日住宅トレンチ1m×8m2本

       27米沢城門東町2-3006-24他6月26日住宅兼店舗トレンチ1m×8m2本

       28小野川D小野川町堂の前23256月26日住宅トレンチ1m×4m2本

       29立石大字立石字下屋敷鋪317他6月30日住宅トレンチ2m×6m2本

       30梓山a万世町梓山地内7月ll日農業関係施設トレンチ2mx29m1本その他9本

       31花沢b駅前4-2468-37月24日住宅トレンチ1m×8m4本

       32城西1丁目城西1-113-137月25日住宅トレンチ1m×5m2本

       33普門院館大字関根13,9287月26日物置小屋トレンチ0.5m×9m1本

       一2一



       表―2分布調査表

       NO遺跡名調査箇所調査月日種別調査方法備考

       34米沢城門東町2-3043-27月31日共同住宅トレンチ2m×20m2本

       35舘山平城舘山1-1069-38月7日住宅トレンチ1m×8m2本

       36舘山平城舘山1-1069-38月7日住宅トレンチ1m×8m2本

       37舘山平城舘山3-1303-38月21日住宅トレンチ1m×8m2本

       38米沢城城南2-103-38月21日住宅トレンチ1m×8m4本他2本

       39花沢a花沢1-26238月21日住宅トレンチ2mx8m2本

       40花沢b駅前4-2321-5他9月5日店舗トレンチ1mx7m2本

       41花沢a花沢1-25299月5日住宅トレンチ1m×8m2本

       42舘山平城吹屋敷666-39月13日住宅トレンチ1m×8m1本

       43元立大字川井字元立2095-1他9月25日住宅トレンチ1m×8m2本

       44窪田館野館窪田町窪田1446-2他9月29日工場トレンチ2m×10m2本

       45米沢城城南1-9-4他10月2日住宅トレンチ1m×8m3本

       46米沢城城南1-9-4他10月12日住宅トレンチ1m×8m.3本

       47四郎右工門壇窪田町東江股北屋敷707-110月13日住宅トレンチ0.6m×12m3本

       48台ノ上吾妻町62-2010月16日住宅トレンチ0.5m×6m4本

       49大平橋大字李山字平林424r1他10月19日住宅トレンチ2mXlom3本

       50通町通町7-235010月20日住宅トレンチ1m×1m4箇所

       51大浦館中田町50810月27日店舗トレンチ2m×10m3本

       52金谷b万世町金谷字夫婦坂44711月2日住宅グリット2m×2m2箇所

       53台坂花沢町1-3-2611月2日住宅トレンチ1m×8m2本

       54大浦C中田町字若宮491-111月8日看板グリット0.5m×0.5m2箇所

       55桜神社古志田町字大在家2775-111月8日車庫グリット0.5m×gm2本

       56台坂下花沢3-3511月20日住宅トレンチ1m×8m2本

       57下花沢b下花沢3-768811月27日車庫トレンチ0.5mx7m2本
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       表―3大規模開発分布調査表

       NO遺跡名調査箇所調査月日種別調査方法備考

       1該当なし春日2-1-7他4月27日宅地分譲トレンチ1m×30m2本

       2なし大字川井字道下28534月27日資材置場トレセチ2m×30m4本

       3舘山北舘隣接舘山笹手下1733-15月9・10日漁協場トレンチ2m×45m他16本

       4なし口田沢大沢入852-15月15日駐車場他トレンチ1m×50m2本

       5なし堀川町2243-1他5月24日店舗用地造成トレンチ1m×1m15箇所
       6なし花沢地内6月2日店舗新築トレンチ2m×30m8本

       7なし窪田町窪田444-16月13日店舗兼作業場トレンチ2m×30m3本
       8なし万世町片子268-2他6月ll日住宅新築トレンチ1m×60m4本

       9なし窪田町小瀬596月14日宅地分譲トレンチ1m×20m2本

       10荒川塩野町塩野字川窪516他6月14・15日造成トレンチ1m×46m他5本

       11なし太田町2-14107月6日宅地分譲トレンチ1m×30m3本

       12なし春日5-547-1他7月18日共同住宅トレンチ5m×60m2本

       13なし駅前1地内7月17日広場造成トレンチ2m×40m他2本

       14なし大字三沢白旗八ノニ26101-48月31日宅地造成トレンチ0.5m×20m2本

       15なし塩野町塩野地内9月18日砂利採取確認調査

       16なし広幡町小山田地内9月18日砂利採取確認調査

       17なし大字李山字新町道上地内9月18日砂利採取確認調査

       18なし下花沢2地内10月5日市道新設トレンチ2m×30m他2本

       19なし成島町1-115-2地内10月13日宅地造成トレンチ2m×80m他2本

       20なし成島町大沢2736-1地内10月20日駐車場他グリット1m×1mlO箇所

       21なし舘山5地内10月31日会館グリット1m×1mlO箇所

       22なし大字川井2355-1地内10月31日宅地造成グリット1m×1mlO箇所

       23なし中田町大字中谷地11月17日集合住宅地トレンチ2mx30m2本

       24なし大字三沢白旗地内11月20日宅地造成確認調査

       25なし大字竹井字東2588-458ll月22日工場増築確認調査

       26なし花沢町2738-1他11月22日宅地造成確認調査

       27なし大字川井2855-25611月24日資材置場確認調査

       28なし花沢町2738-712月6日宅地造成確認調査

       29なし大字花沢鉄砲町東下582-7他12月6日店舗新築確認調査

       30なし塩井町字塩野字二本橋2159-112月26日集合住宅トレンチ2m×30m3本

       31なし通町1地内12月26日宅地造成トレンチ2m×30m3本

       32なし金池7地内』2月2日集合住宅確認調査

       33なし六郷町一漆地内2月5日砂利採取確認調査

       一4一



試掘調査状況

 1下花沢a遺跡

 本遺跡は、JR米沢駅東側300m、最上川の

 河岸段丘の標高260mに所在する。遺跡は東西

 約150m×南北約250mの範囲に分布する縄文時

 代の遺跡である。北側に隣接して縄文時代(中

 期・後期)の台坂遺跡が存在し、縄文時代の遺

 跡が密集する地域である。

 今回の申請は1件であり、個人の宅地造成に

 伴うものである。

 1m×8mの試掘トレンチを、2本設定し調

 査した結果、表土下約50cmが遺構確認面で安定

 した茶褐色シルト層であったが、遺構・遺物と

 も検出されなかった。念のため慎重工事を指示

 した。

 2元立遺跡

 本遺跡は、市街地北東約3㎞の大字川井字元

 立の標高240mに所在する。遺跡は、奈良・平

 安時代に属するものである。隣接して北西500m

 には、同時期(古代)の上谷地。、馳上a・b

 等の遺跡が存在する。

 今回の申請は2件あり、A・Bは個人の住宅

 建設に伴うものである。

 1m×8～10mの試掘トレンチを、それぞれ

 2本設定し調査した結果、2件ともに既存の建

 物によって地山層が撹乱されていた。遺構・遺

 物とも検出されなかった。念のため慎重工事を

 指示した。

 今年度、馳上遺跡は道路の新設に伴って、県

 埋蔵文化財センターで発掘調査を実施してお

 り、竪穴住居跡や掘立建物跡等が数十基検出し

 ている。



 3台坂遺跡

 本遺跡は、JR米沢駅北側500m、最上川の

 河岸段丘の標高245mに所在する。遺跡は東西

 約300m×南北約500mの広範囲に分布する縄文

 時代(中期・後期)の遺跡である。段丘の南側

 に隣接して、縄文時代の下花沢a遺跡が存在し、

 縄文時代の遺跡が密集する地域である。

 今回の申請は4件あり、A・B～Dは個人の

 住宅建設に伴うもので、Cは共同住宅建設に伴

 うものである。

 1mX8mの試掘トレンチを、4件ともに2

 本ずつ設定し調査した結果、表土下40～60cmが

 遺構確認面であり、安定した茶褐色シルト層で

 あったが、4件ともに遺構・遺物とも検出され

 なかった。念のため慎重工事を指示した。

 4花沢a・b遺跡

 両遺跡は、JR米沢駅北西側500m～1㎞、

 最上川の河岸段丘の標高250mに所在する。

 花沢a遺跡は東西約200m×南北約300mに分

 布する縄文時代(前期・中期・後期)の遺跡で

 ある。

 今回の申請は2件あり、Aは車庫の建設、B

 は個人の宅地造成に伴うものである。

 花沢b遺跡は東西約400m×南北約600mの広

 範囲に分布する縄文時代の遺跡である。

 今回の申請は3件あり、Aは車庫の建設、B

 は個人の宅地造成、Cは店舗の建設に伴うもの

 である。

 1m×8mの試掘トレンチを、それぞれ2本

 設定し調査した結果、遺構・遺物とも検出され

 なかった。念のため慎重工事を指示した。



 5下花沢b遺跡

 本遺跡は、JR米沢駅南東側500m、最上川

 の河岸段丘の標高256mに所在する。

 下花沢b遺跡は東西約200m×南北約600mに

 分布する、縄文時代の遺跡である。

 今回の申請は3件あり、A・Bは個人の住宅

 建設に伴うもので、Cは車庫の建設に伴うもの

 である。

 0.5～1m×6～8mの試掘トレンチをそれ

 ぞれ2～4本を設定し調査した結果、表土下約

 50cmが遺構確認面であり、撹乱している部分も

 あったが、茶褐色シルトの地山層であった。遺

 構・遺物とも検出されなかった。念のため慎重

 工事を指示した。

 6窪田館跡

 本遺跡は、市街地北側約4㎞の窪田町窪田の

 標高223.5mに所在する。遺跡は東西200m×南

 北200mに分布する、中世期に属する館跡であ

 る。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 1m×1mの試掘グリットを、6箇所設定し

 調査した結果、表土下約40cmが遺構確認面で、

 土層は灰黄褐色粘土層の部分と、茶褐色シルト

 層が混入しており、既存の建物跡によって撹乱

 されている部分がほとんどであった。遺構・遺

 物とも検出されなかった。念のため慎重工事を

 指示した。



 7牛森遺跡

 本遺跡は、市街地北東約5㎞の万世町牛森の

 標高266.5mに所在する。遺跡は東西150m×南

 北200mに分布する縄文時代の集落跡である。

 遺跡付近は、工業団地が隣接していることから

 近年、宅地造成が多い地域である。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 当該地は、数年前に隣接する地区の試掘調査

 した結果から、過去に表土を削平した盛土部分

 で、撹乱されていることが判明している。よっ

 て遺構・遺物とも検出されないと判断し、確認

 調査のみとした。念のため慎重工事を指示した。

 8南原中学校遺跡

 本遺跡は、市街地南方約5㎞の大字南原猪苗

 代町の標高285mに所在する。遺跡は東西200m

 ×南北400mに分布する縄文時代の集落跡であ

 る。市立南原中学校の校庭を囲むように遺跡が

 存在する。

 今回の申請は1件であり、個人の店舗建設に

 伴うものである。

 1m×6mの試掘トレンチを、6箇所設定し

 調査した結果、表土下約50cmが安定した茶褐色

 シルト層の遺構確認面であったが、遺構・遺物

 とも検出されなかった。遺跡範囲であることか

 ら念のため慎重工事を指示した。



 9大壇A遺跡

 本遺跡は、市街地南方約4km、諸仏町地区の

 標高約274mに所在する。遺跡は東西550m×南

 北400mの広範囲に分布する縄文時代(前期・

 中期・後期)の集落跡である。北西側に隣接し

 て大塚山・東側には縄文時代(前期・中期)の

 大壇b・c遺跡が存在し、縄文時代の遺跡が多

 く分布する地域である。

 今回の申請は1件であり、個人の倉庫建設に

 伴うものである。

 0.5m×1mの試掘トレンチを、2本設定し

 調査した結果、表土下約60cmが遺構確認面で

 あった。安定した黒褐色シルト層であったが、

 遺構・遺物とも検出されなかった。念のため慎

 重工事を指示した。

 10東屋敷遺跡

 本遺跡は、市街地北東約4㎞、大字川井の標

 高約243mに所在する。当地域は、天王川の左

 岸段丘に存在し、遺跡は東西700m×南北400m

 に分布する、奈良・平安時代の集落跡である。

 北側には奈良・平安時代から中世の中の目・中

 谷地・荒屋遺跡が広範囲に存在する地域であ

 る。

 今回の申請は1件であり、個人の倉庫建設に

 伴うものである。

 1m×6mの試掘トレンチを、4本設定し調

 査した結果、表土下約50cmが茶褐色シルト層の

 遺構確認面であった。遺構・遺物とも検出され

 なかった。遺跡範囲であることから念のため慎

 重工事を指示した。



 11上新田B遺跡

 本遺跡は、市街地北東約4㎞、大字上新田の

 標高約230mに所在する。当地域は、羽黒川の

 右岸段丘.に存在し、遺跡は東西700m×南北

 250mの広範囲に分布する、奈良・平安時代及

 び中世の集落跡である。東側には同時期の上新

 田。遺跡、北側には隣接して中世の中川原館が

 分布する地域である。

 今回の申請は1件であり、個人の倉庫建設に

 伴うものである。

 0.5m×8mの試掘トレンチを、3本設定し

 調査した結果、表土下約50cmが茶褐色シルト層

 の遺構確認面であった。しかし現況が庭園に

 なっていたことから、立木の根が入り込んでお

 り、撹乱をうけ、遺構・遺物とも検出されなかっ

 た。念のため慎重工事を指示した。

 12荒屋遺跡

 本遺跡は、市街地北東約4㎞、大字梓川の標

 高約235mに所在する。当地域は、天王川の左

 岸段丘に存在し、遺跡は東西600m×南北500m

 の広範囲に分布する、奈良・平安時代及び中世

 の集落跡である。南側には平安時代から中世の

 中谷地a遺跡、その南東には東屋敷遺跡が分布

 する地域である。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 2m×4mの試掘トレンチを、1本設定し調

 査した結果、表土下約70cmが黄褐色シルト層の

 遺構確認面であった。遺構・遺物とも検出され

 なかった。遺跡範囲であることから念のため慎

 重工事を指示した。



 13城西一丁目遺跡

 本遺跡は、市街地西方約1㎞、城西一丁目の

 標高約248mに所在する。当付近は、市内の西

 側を流れる堀立川と蛭川の合流地点付近に存在

 し、その中間を流れる出茂川の東西に分布する、

 東西約150m×南北約200mの、縄文時代前期の

 集落跡である。当遺跡は、数年前の宅地造成時

 に発見された遺跡である。東側500mには米沢

 城が存在する。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 1m×5mの試掘トレンチを、2本設定し調

 査した結果、表土下50cmが茶褐色のシルト層の

 遺構確認面であり、遺構・遺物とも検出されな

 かった。念のため慎重工事を指示した。

 14普門院館跡

 本遺跡は、市街地南方約8㎞、JR関根駅南

 西側400m、大字関根の標高約309mに所在する。

 当遺跡は、縄文時代(前期～晩期)及び弥生時

 代の、普門院遺跡内に存在し、東西100m×南

 北100mにある館跡である。

 付近の東方には、縄文時代(中期～晩期)の

 普門院東遺跡、西方には縄文中期の普門院北遺

 跡、北西には、坊中a・b遺跡等が隣接する。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 0.5m×9mの試掘トレンチを、1本設定し

 調査した結果、表土下約60cmが茶褐色のシルト

 層の遺構確認面であった。遺構・遺物とも検出

 されなかった。念のため慎重工事を指示した。



 15窪田館野館跡

 本遺跡は、市街地北側約4㎞の窪田町窪田の

 標高227mに所在する。国道13号線に隣接して

 おり、遺跡は東西100m×南北100mに分布する

 館跡である。

 当館跡付近には、舟入田屋敷・川崎屋敷・下

 ノ在家・谷地在家等の館跡が、500m範囲に密

 集している地域である。

 今回の申請は1件であり、工場建設に伴うも

 のである。

 開発予定地の現況は水田であり、2m×10m

 の試掘トレンチを、2本設定し調査した結果、

 表土下(耕作土)約30cmが、黄褐色粘土質の遺

 構確認面であった。遺構・遺物とも検出されな

 かった。念のため慎重工事を指示した。

 16四郎右工門壇館跡

 本遺跡は、市街地北側約4㎞の窪田町東江股

 の標高221mに所在する。遺跡は東西100m×南

 北100mに分布する館跡である。

 当館跡西側100mには鬼面川が流れており、

 付近は河岸段丘上に立地する。当館の南側には

 北ノ屋敷、西側には台之南館跡が、また直ぐ西

 側には縄文時代(晩期)の東江股遺跡が東西

 200m×南北500mに広範囲に分布する。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 開発予定地の現況は水田であり、1m×8m

 の試掘トレンチを、2本を設定し調査した結果、

 表土下30cmが、茶褐色粘土質の遺構確認面で

 あった。遺構・遺物とも検出されなかった。念

 のため慎重工事を指示した。



 17荒川遺跡

 本遺跡は、市街地北西約2㎞の塩野町塩野の

 標高240mに所在する。遺跡は東西200m×南北

 250mに分布する縄文時代と奈良・平安時代の

 集落跡である。

 当遺跡東側100mには堀立川が流れており、

 付近は河岸段丘が発達する。遺跡の北側には、

 縄文・奈良・平安時代及び中世の荒川2遺跡が

 分布する。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅造成伴

 うものである。

 開発予定地の現況は水田・畑地他であり、

 2m×46mの試掘トレンチ他5本設定し調査し

 た結果、表土下20～70cmが、茶褐色粘土質の遺

 構確認面であった。遺構・遺物とも検出されな

 かった。念のため慎重工事を指示した。

 18玉の木a遺跡

 本遺跡は、市街地北東約4㎞の大字竹井字玉

 の木の標高250mに所在する。遺跡は東西150m

 ×南北200mに分布する奈良・平安時代の遺跡

 である。

 遺跡東側100mには天王川が流れており、河

 岸段丘上に立地する。遺跡の南側には、縄文(晩

 期)・奈良・平安時代遺跡が分布する。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 開発予定地の現況は宅地であり、1m×8m

 の試掘トレンチ4本を設定し、調査した結果、

 表土下50cmが、茶褐色シルトの遺構確認面で

 あった。遺構・遺物とも検出されなかった。念

 のため慎重工事を指示した。



 19小野川D遺跡

 本遺跡は、市街地南西約4㎞の小野川町の標

 高340mに所在する。遺跡は東西200m×南北

 200mに分布する縄文時代(中期)の遺跡である。

 1991年に宅地造成に伴って、発掘調査を実施

 しており、土墳・焼土遺構・ピット等多数検出

 している。遺跡南側に隣接して縄文(中期)・

 中世の小野川C遺跡が分布する。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 開発予定地の現況は宅地であり、1.5m×6m

 の試掘トレンチ2本を設定し、調査した結果、

 表土下50cmが、茶褐色シルトの遺構確認面で

 あった。遺構・遺物とも検出されなかった。念

 のため慎重工事を指示した。

 20立石遺跡

 本遺跡は、市街地南西約10kmの大字立石字下

 屋敷鋪の標高405mに所在する。遺跡は東西

 100m×南北500mに分布する縄文時代の遺跡で

 ある。

 遺跡北東側に隣接して、縄文(中期)・中世

 の関上屋敷館跡が分布する。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 開発予定地の現況は宅地であり、2m×6m

 の試掘トレンチ2本を設定し、調査した結果、

 表土下60cmが、茶褐色シルトの遺構確認面で

 あったが、既存の建物跡によって削平されてい

 る部分があった。遺構・遺物とも検出されな

 かった。念のため慎重工事を指示した。



 21台ノ上遺跡

 本遺跡は、市街地南約2㎞の吾妻町の住宅街

 の標高263mに所在する。遺跡は最上川の自然

 堤防上に立地し、近年宅地化がめざましく進ん

 でいる地域で、東西250m×南北750mに分布す

 る縄文時代(中期)の大集落跡である。

 平成7年から今年度まで5回の調査を実施し

 ており縄文中期の複合集落跡であることが判明

 している。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 開発予定地の現況は宅地であり、0.5m×6m

 の試掘トレンチ4本を設定し調査した結果、表

 土下70cmが、黄褐色粘土層の遺構確認面であっ

 た。遺構・遺物とも検出されなかった。念のた

 め慎重工事を指示した。

 22大平橋遺跡

 本遺跡は、市街地南約10㎞の大字李山の標高

 397mに所在する。遺跡は東西250m×南北250m

 に分布する縄文時代(中期)の遺跡である。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 開発予定地の現況は畑地であり、2m×10m

 の試掘トレンチを3本を設定し調査した結果、

 表土下60cmが、部分的に砂利若干含む茶褐色シ

 ルト及び暗茶褐色シルトの遺構確認面であっ

 た。遺構・遺物とも検出されなかった。遺跡の

 範囲であることから念のため慎重工事を指示し

 た。



 23通町遺跡

 本遺跡は、市街地南東約3㎞の通町地内の標

 高259mに所在する。最上川の河岸段丘上に立

 地し、遺跡は東西300m×南北400mに分布する

 縄文時代(中期)の遺跡である。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 開発予定地の現況は宅地であり、1m×1m

 の試掘グリットを4箇所設定し調査した結果、

 表土下40cmが、茶褐色シルト及び黄褐色シルト

 の遺構確認面であった。遺構・遺物とも検出さ

 れなかった。遺跡範囲であることから念のため

 慎重工事を指示した。

 24大浦C遺跡・大浦館跡

 本遺跡は、市街地北方1㎞の中田町地内の住

 宅地の標高233mに所在する。当地域は最上川

 の左岸段丘に立地し、大浦C遺跡は東西300m

 ×南北100m、館跡は東西200m×南北100mの

 範囲に分布する、奈良・平安時代及び中世の遺

 跡である。南西側には大浦A・B遺跡、北側に

 は大浦D遺跡等の同時期の遺跡が存在する。

 1984年から大浦C遺跡は過去5回、大浦館跡

 は1回の発掘調査を実施している。

 今回の申請はそれぞれ1件ずつであり、C遺

 跡は看板、館跡は店舗建設に伴う。

 開発予定地に0.5～1m×0.5～8mの試掘ト

 レンチ5本を設定し調査した結果、表土下60cm

 が、黄褐色シルトの遺構確認面であった。遺構・

 遺物とも検出されなかった。念のため慎重工事

 を指示した。



 25金谷b遺跡

 本遺跡は、市街地北東4㎞の万世町地内の標

 高255mに所在する。当地域は羽黒川の河川段

 丘に立地し、遺跡は東西100m×南北250mに分

 布する縄文時代の遺跡である。西側の微高地に

 は、縄文時代(前期・中期・晩期)の比丘尼平

 遺跡等が広範囲に存在する。

 比丘尼平遺跡は、1978年から1987年まで過去

 3の発掘調査を実施している。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 開発予定地は畑地になっている。2m×2m

 の試掘グリットを2箇所設定し調査した結果、

 表土下60cmが、黄褐色粘土層の遺構確認面で

 あった。遺構・遺物とも検出されなかった。念

 のため慎重工事を指示した。

 26桜神社遺跡

 本遺跡は、市街地北東4kmの古志田町地内の

 標高266mに所在する。遺跡は東西200m×南北

 250mに分布する縄文時代の遺跡である。隣接

 して南西には、同時期の古志田遺跡、北側には

 大在家・古志田館ノ内館A・Bが存在する。

 今回の申請は1件であり、個人の住宅建設に

 伴うものである。

 開発予定地は宅地になっている。0.5m×9m

 の試掘トレンチを2本設定し調査した結果、表

 土下50cmが、茶褐色シルトの遺構確認面であっ

 た。遺構・遺物とも検出されなかった。念のた

 め慎重工事を指示した。



 27太田遺跡

 本遺跡は、市街地の南約2㎞の太田町地内の標高260mに所在する。遺跡は最上川の自然堤防上に

 立地し、近年宅地化が進んでいる地域で、東西150m×南北200mに分布する縄文時代(中期)の集

 落跡である。

 今回の申請は1件であり、駐車場・資材置場に伴うものである。

 開発予定地の現況は水田・畑他になっている。当該地は過去に隣接する地区の試掘調査した結果、

 表土下60cmが、黄茶褐色シルトの遺構確認面であった。しかし、この付近は過去に土砂採取後、埋

 立てた箇所であることから遺構・遺物とも検出されなかった。この経過から確認調査のみとした。

 念のため慎重工事を指示した。
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 28舘山平城跡

 本遺跡は、市街地の西方約3㎞の舘山1～5丁目地内の住宅街、標高269～275mに所在する。遺

 跡の西方500m付近は、大樽川と小樽川の合流地点があり、その丘陵突端部には舘山城跡が存在する。

 当遺跡範囲は明確ではないが、東西約1.2㎞×南北約600mの広さを遺跡範囲と想定している。

 当遺跡範囲には、縄文時代(中期～晩期)の舘山a～c遺跡・縄文時代(早期～晩期)の大樽遺跡、

 縄文時代(前期・中期)の生蓮寺遺跡等の縄文時代の遺跡が多く分布している。

 遺跡範囲内は道路の新設に伴い、近年宅地化が進んでいる。1988年～1997年には宅地造成に伴っ

 て大樽遺跡の発掘調査を実施しており、竪穴住居跡・土墳・溝状遺構等の遺構と埋設土器・石器・

 中近世の陶磁器類の遺物が多量に検出している。

 今回の申請は7件あり、宅地造成1件・住宅建設5件・下水道事業1件である。開発予定地の現

 況は宅地・畑・道路他になっている。0.5～1.4m×8～20mの試掘トレンチを各2～3本程度設定

 し調査した結果、表土下40～70cmが、暗褐色及び茶褐色シルトの遺構確認面であった。特に住宅建

 設に係るものは、既存の建物があったことから、地山層が削平されている所が多かった。

 7件ともに遺構・遺物は検出されなかったが、遺跡範囲であることから、念のため慎重工事を指

 示した。
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 29米沢城跡

 本遺跡は、市街地の松が岬公園一帯に位置し、上杉神社、公共施設、観光センター、商店街及び

 住宅が密集している標高250mに所在する。当遺跡は本丸、二の丸、三の丸の一部を含めた東西約770m

 ×南北約900mの約690,000㎡の広さを範囲としている。市街地では最も広範囲に分布しているもの

 である。当遺跡に関しては、店舗、公共施設等を含め過去7回の発掘調査を実施している。

 今回の申請は11件ありその内訳は、住宅建設8件・店舗建設1件・共同住宅2件であった。A・B、

 E～G、1～Kが住宅建設(店舗兼1件含む)、Cが店舗建設、D・Hが共同住宅に伴うものであっ

 た。

 開発予定地の現況のほとんどが宅地になっている。0.6～1m×8～12mの試掘トレンチをそれぞ

 れ2～4本設定し調査した結果、表土下40～100cmが、暗褐色や黄褐色シルト及び同色または黄褐色

 粘土層が混入する地山層であった。当遺跡の土層の特徴として、包含層あるいは地山層上部に、焼

 土や炭化物が含まれることである。これらは、米沢城跡付近において数十回の火災が発生している

 ことを裏付けるものである。

 11件ともに遺構・遺物は検出されなかったが、念のため慎重工事を指示した。









































 第II節梓山a遺跡分布調査

 1.遺跡の概要と経過

 本遺跡は、市街地から東方約7kmの万世町梓山地内、標高約307mに所在する。東西150m×南北

 200mに分布する縄文時代の集落跡である。遺跡周辺には、縄文時代を代表する法将寺遺跡をはじ

 め、梓山b～d遺跡等の縄文時代の貴重な集落跡が分布する地域である。

 今回の調査では、農業関連施設の開発に伴うものであり、平成12年7月11日に試掘調査を実施し

 た。当該地は、丘陵から延びる尾根の山腹及び山麓から谷間にかけての緩やかな斜行地に存在し、

 西側を小規模な小川が切断する環境にある。

 調査は、トレンチ調査を基本として、開発予定地内に幅2m、長さ8～57mのA～Jトレンチを

 10本を設定して確認調査を実施した。

 その結果、山麓に小規模な河川が接するA・C・Ｉトレンチ付近は、微砂質土を地山層とする上
 部に約70～110cmの黒ボク土が厚く堆積しており、依存状況が良好であった。一方、E～Hトレンチ

 の北側斜面に関しては、既に表土が削平されたこともあって北側に進むにしたがって浅くなると

 いった地形的な特徴がみられた。表土も15～40cmで、表土を除くと地山層となる黄褐色粘土層が厚

 く堆積している。

 検出された遺物は、A・C・Ｉトレンチを中心に北側のHトレンチにも僅かに認められている

 が、遺構が伴わないことからA・C・D・Ｉの4トレンチを除く北側に関しては、慎重工事、前述

 した4トレンチの範囲に関しては記録保存で対処するように指導した。

 今回の試掘調査で把握された開発予定地での発掘調査を必要とする区域は、A・C・D・Ｉの4

 トレンチを加えた東西40m×南北39mの約1,560㎡と判断される。

 2.検出遺構

 今回の調査で検出された遺構は、A・Ｉトレンチに溝状遺構もしくは、竪穴住居と推測される落

 ち込みと柱穴3基と土壙2基が確認されている。他のトレンチからは、旧桑畑当時の移植痕跡が認

 められた以外の遺構は検出されなかったことで、縄文時代の一時的な集落跡もしくはキャンプサイ

 ド的な遺跡と推測される。主要な遺構・遺物の検出された範囲に関しては、開発者側の意向として

 開発区域から除外する旨の返答があった。

 3.出土遺物「第65図」

 遺物は、A・C・Ｉの3トレンチを中心に、135点の土器片と剥片を中心とする石器片が26点認め

 られている。土器は、半載竹管文を主体とする縄文前期の前半から末期の大木4式～大木6式を中

 心に、蕨状撚糸圧痕文等の縄文前期初頭の関山式が若干存在し、早期中葉期の田戸下層式や常世式

 の土器片も僅かに検出されている。
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 第Ⅲ節成島古墳群M1号墳

 1.遺跡の概要(第66図参照)

 成島古墳はJR米坂線成島駅の南側に位置する丘陵の頂上に分布する古墳群で、通称御嶽堂

 山と呼ばれている。古墳は標高327.2mの山頂から北西の尾根にかけて第66図で示した地点に

 構築されている。

 山頂のM1号墳からM6号墳の6基が確認されている。M1号墳は第67図で示すように全長

 60mの前方後円墳で平成3年に測量調査を実施している。後円部の北東に隣接するM2号墳は
ばいちょう

 13m×13mの方墳であり、M1号墳の陪冢、陪塚と考えられる。

 M3号墳とM4号墳はM1号墳の北東70mの舌状丘陵に位置し、M3号墳は15m×15m、M

 4号墳は10m×15mで両者とも方墳で隣接している。さらにM3号墳の北側45mには12.5m×

 16mの円墳M5号墳、同じくM5号墳の北側30mに18m×23mの方墳であるM6号墳で構成さ

 れる。

 この分布状況は、戸塚山山頂古墳群に類似しているが、戸塚山山頂古墳群は3基の古墳が近

 接しているのに対して、成島古墳群は広範囲に分布しているのが特徴である。

 2.調査に至る経過

 今回の調査は成島古墳群M1号墳を対象とした。第67図は平成3年に実施した測量調査の成

 果である測量図であり、各部の計測値は次のようになる。主軸長60m、後円部径30m、後円部

 高4.7m、前方部長30m、前方部幅24m、前方部高4.2mで後円部と前方部の比率は6:6の形

 態を有する。

 調査は形態と規模を明確にすることに重点をおき、特に崩壊が著しい、後円部の復元を目的

 とした。現況は第67図でもわかるように多数の穴が点在しており、これは地元の人の話による

 と松根油をとるため松の根を掘った結果できた穴であるとのことである。穴の深さはFY9が

 最深で70cmを測る。

 3.調査の経過

 平成3年の測量調査から9年の時が流れ、雑木が茂る墳丘であったので、土地所有者の承諾

 を得て調査に着手したのは平成12年9月11日からであった。まず初めに運搬道路の整備と現場

 休憩所の設営、墳丘の雑木除去に一週間を要した。

 その後、各トラバース杭の打ち替えを実施し、以前に作成した測量図面に今回の調査区を記

 入出来るようにした。9月19日からは墳丘の全長を把握するためのトレンチを配した。第68図

 で示す箇所であり、後円部のAトレンチ、前方部のDトレンチ、くびれ部のB・Cトレンチ、

 さらに後円部拡張区とした箇所に調査区を設定した。

 この場所の落葉の下から管玉2点、土師器片、鉄製品が相次いで表採された。この状況から

 判断して採集穴の一部がすでに主体部まで到達していることや、主体部が表土から比較的浅い
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 場所に構築されたのではないか等が推測される。また、遺物が散乱している状況から盗掘を受

 けたのではなく、古墳と認識せずに穴を掘った結果と考えられる。

 各トレンチの調査は9月20日から開始した。Aトレンチは長さ13.6m、幅1mで後円部の墳

 麓線や有段の形態に重点を於いて調査を進めた。その結果、墳麓線については把握出来たが後

 者については、崩れが認められ明確にする事が出来なかった。

 Dトレンチは長さ8m、幅2mの範囲で前方部の端部から周溝の上場にかけてAトレンチと

 同様な目的で調査を実施した。その結果、堆積土は意外と少ないことから2日間で終了した。

 A、Dトレンチからの遺物は認められなかった。

 B、Cは幅3m、長さ8mの範囲で中軸線を境に対称的に配置し、後円部と前方部の境を明

 確に把握する目的で配置した。その結果、Cトレンチには周溝が認められた。Bトレンチには

 落ち込みが確認できた。遺物はCトレンチの表土から赤焼土器で高台を有する底部片が一点出

 土している。この遺物は平安時代のものであり、古墳とは関係ない遺物である。

 9月末日までに各トレンチの調査を終了し10月2日からは後円部の墳頂部である後円部拡張

 区の範囲の調査に専念した。

 調査が進行するに従い次第に後円部墳頂部の状況が明らかになってきた・第一に窪みの箇所
 が二通りに分けられることである。特にFY9、10とした箇所は自然堆積を呈し、しかもその

 場所が古墳の主軸線上に位置することが注目された。この事項と当初の遺物出土状況をあわせ

 て考えれば、FY9、10の窪みは木棺が腐食して出来た空洞に古墳の盛土が流入して出来たも

 のと理解され、浅い地点に主体部があると推測した。

 その後、調査が進行するにつれて、セクションの状況とFY10の関連が偶然のものではなく

 FYlOの直下に主体部が設置されたものと確信するにいたった。さらに、南東部に位置するF

 Y1によって主体部の底面近くまで掘られてしまったことも確認された。10月27日までに今回

 の調査を終了し、10月30、31日に調査区の平面図やセクション図を作成した。

 なお今回の調査期間中に第68図に示した重機による削平箇所についても、復元作業を実施し

 ている。詳細は後述するが、墳丘の削平は思ったよりは影響はなく、当初から平坦地が存在し

 たものと考えられる。

 埋め戻しは埋蔵文化財調査事業として同年11月16日から11月24日の期間で実施している。現

 地説明会は11月14日に開催した。ちなみに、来年度も調査を予定しているので、今回各トレン

 チで明確にできなかった事項について調査を継続してゆく所存である。

 4.調査の成果

 今回の調査によって、第70図で示す主体部のプランを確した。また、AからDのトレンチ調

 査では、全長及び後円部の盛土状況の一部を把握した。全長は測量調査で発表した60mと同じ

 結果であった。有段については、明確にすることができなかったが、三段構築の可能性が高い。

 次の各トレンチ及び調査箇所について述べる。

 ・後円部調査区(第70図)
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 主体部は、前方後円墳の中軸線に沿って構築されたものであり、後円部墳頂のほぼ中央に構

 築している。確認した主体部のプランは長さ8.78mを有し、幅は1.3mを測る。棺を設置する

 ための土墳は上場で幅2.7m、深さ約1m、長さは不明である。

 FY10とした窪みが棺を設置するための土墳と一致することが、図示したセクション図から

 理解される。これは、墳丘を9割位まで完成させておいて、棺を設置した後に表土を盛土した

 と推測される。

 遺物はEZ3と図示した箇所から管玉が1点出土している。地表から38cmの地点で黒褐色の

 土中からであった。この土は、表土の赤褐色を切って流入した混跡を有す。この管玉はその際

 に地下から地上に引き上げられたものと考えられる。EZ1、2はFY1とした採集穴によっ

 て地上に点在したと想定され、白色を呈していた。本来、EZ1、2とも緑色を呈す管玉であ

 ・るが長い間地上に出ていたため変色したものであろう。

 他にAZ1とした高杯破片が3点出土している。墳頂表土からの出土であり、全体的に磨滅

 が著しく、手法は不明と言わざるを得ない。3点は同一片であり、高杯の脚部である甕片1点

 も出土している。土器片としては唯一の出土である。時期は磨滅が著しいことから正確には言

 えないが、5世紀代の年代が考えられる。出土点の周辺に後世の穴がないことから古墳の構築

 後に置いたものと推測したい。

 ・Aトレンチ(第71図)

 後円部の南東部に配したトレンチである。T9の3m直下は沢となっており、急斜面である。
 今回は表土を掘り下げるだけにとどめたが、段の有無を確認するために掘り下げる予定をし

 ている箇所である。このトレンチからの遺物は認められなかった。トレンチの平面図に一点破

 線で示した箇所が墳麓線と想定した箇所である。セクション図中央に認められる突起部は木の

 根によるもので、段の有無とは無関係である。

 ・Bトレンチ(第72図)

 くびれ部の南西箇所に配したトレンチで表土を剥離した状態で終了した。トレンチ平面図に

 実線で示した墳麓線を確認した。墳頂から墳麓線までの高底差は2.7mで傾斜はゆるやかであ

 る。この段階で遺物は認められなかった。この箇所には周溝が構築されている。

 ・Cトレンチ(第73図)

 くびれ部の北東に配したトレンチで、KY1とした溝跡を確認した。KY1は墳麓線の箇所

 に位置し、幅1m、深さは12cmと浅い。覆土は1層で灰褐色粘質土であった。断面形態はレン

 ズ状を呈し、長さは不明であるが、後円部の南東部墳麓線に沿って延びると推測される。底面

 には、粘土を貼付した痕跡が認められた。遺物は前述した平安時代の赤焼土器が1点出土して

 いる。他には認められなかった。

 ・Dトレンチ(第73図)

 前方部に配したトレンチで、平面図に示した実線が墳麓線と想定した。実線箇所を境として

 墳頂部は赤褐色、周溝箇所は黄褐色を呈す。この状況から判断して実線で示した。この地点か

 らも遺物は認められなかった。周溝の堆積土は最深でも26cmであった。
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 重機による削平箇所の調査(第68図)

 砂目のスクリントンで示した箇所が重機によって、削平された場所である。この箇所は木材

 を運搬する際に造成された林道であり、古墳が発見される平成元年以前に造成したものである。

 現況は谷側に土砂が流出した状況でこの作業によって、平坦地を造成したと考えられた。そ

 こで流出した土砂を除去する作業を開始したところ、以外にも削平面は少なく、平坦地は以前

 から存在していたことが明確になった。

 丁度、重機の排土板が古墳の墳麓線をかすめる形で、造成したことがうかがえる状況であっ

 た。ただし、M2号墳の墳頂で旋回したことから、土砂が谷側に流出し、突起部を有す形態の

 古墳に見えるが本来は方墳であったことが判明している。

 M2号墳の位置からM1号墳を見ると一段と高低差がつき、雄大に見える。ゆえにこの古墳

 は、南東部及び北東部からの視線を意図として構築されたことをうかがわせる。

 5.まとめ

 成島古墳群は、山頂に構築されたM1号墳を筆頭に倍塚と推測されるM2号墳、離れて西側

 の尾根に配列するM3号墳～M6号墳の前方後円墳1基と方墳4基、円墳1基を含めた計6基

 で構成している。今回調査を実施したM1号墳は、前方部2段、後円部3段築成と推測される。

 全長60mの前方後円墳で、墳丘上には葺石や埴輪は認められなかった。

 現在、県内で確認されている前方後円墳は26基あるが、50mを超える大型の前方後円墳は、

 南陽市の稲荷森古墳と戸塚山139号墳、それに成島M1号墳の3基となっている。県内発見の

 前方後円墳としては稲荷森古墳に次ぐ大きさとなる。

 古墳の形態を見た場合、成島M1号墳は後円部径と前方長が同一であり、前方後円墳の仲間

 としては最も優美な古墳形態を示しでいる。

 埋葬施設としては、割竹形木棺直葬が想定される。今回の調査では墓墳を確認すると共に木

 棺の痕跡も確認した。第70図に示した平面図は墳頂の窪みと地下の埋葬施設のプランを重ね合

 せたものである。この図とセクションの吟味から、表土をのぞいた盛土を掘り込んで構築した

 ものと理解される。ただし、異論もあるので、トレンチを延張して、確認する用意があること

 を記しておきたい。

 古墳の年代を決定する遺物は今回の調査区からは認められた。墳丘からは後世に置かれた可

 能性のある土師器高杯と土師器壷の破片が出土しているが、古墳の直接的な時期を示すもので

 はない。古墳の形態を参考に考えてみれば、成島M1号墳は4世紀後半から末期、下限を5世

 紀前半の古い段階と現在のところでは推測するに留めておきたい。

 米沢盆地の古墳の成立は、米沢市の横山古墳の調査など4世紀中頃まで遡ることが判明して

 いる。その後、4世紀の後半から4世紀末頃にかけて、地域の首長墓と呼ばれる大型の古墳が
 次々と築成された。今回の成島M1号墳もこれらの一連の流れの中で築成されたものであり、

 今後の古墳文化の究明に重要な資料を提供したといえる。最後に今回の調査にあたり、お世話
 になりました関係各位に厚くお礼申し上げます。
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